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東
洋
史
論
叢
』
が
出
版
さ
れ
た
。
四
九
年
勅
二
等
瑞

賢
一需
を
受
け
、
退
官
後
も
京
都
女
子
大
準
教
授
並
び

に
息
子
長
に
迎
え
ら
れ
、
著
述
に
も
従
っ
た
。

先
生
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
は
『
慶
陵
』

(I
-
E
)

で
、
昭
和
一
四
年
小
林
行
雄
氏
ら
隊
員
を
率
い
て
内

京
大
・
文
皐
部
草
創
期
の
数
授
が
ま
だ
多
く
御
健
蒙
古
ワ
l
ル
・
イ
ン

・
マ
ン
ハ
(
慶
雲
山
〉
の
遼
玉

在
の
こ
ろ
、
田
村
賞
造
先
生
は
そ
の
業
を
受
け
、
自
墓
を
調
査
し
、
壁
蜜
(
人
物

・
四
季
山
水
)
・
彫
飾

・

ら
教
授
と
な
っ
て
、
東
洋
史
研
究
舎
の
副
合
長
を
十
陶
磁

・
仰
塔
な
ど
、
歴
史

・
考
古

・
美
術
史
上
貴
重

八
年
間
も
っ
と
め
た
が
、
卒
成
一
一
年
二
月
二
四
日
な
研
究
を
達
成
し
た
。
調
査
は
困
難
を
極
め
、
シ
ラ

不
院
の
客
と
な
ら
れ
た
。
享
年
九
十
六
歳
で
あ
っ
ム
レ
ン
河
の
濁
流
と
闘
い
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
激
戦
の
脱

た

。

走

兵

ら

に

よ

る

危

険

を

身

に

感

じ

つ

つ

、

大

方

の

成

先
生
は
明
治
三
七
年
山
口
豚
南
陽
町
に
生
れ
、

山

功
を
お
さ
め
て
蹄
園
し
た
。
い
ざ
出
版
と
な
る
と
、

口
勝
立
徳
山
中
皐
校
、
第
七
高
等
製
校
造
士
舘
を
へ
験
中
戦
後
に
か
か
り
、
つ
ね
に
原
稿
を
枕
許
に
置
い

て
、
昭
和
四
年
京
都
脅
園
大
皐
文
事
部
史
皐
科
(
東
て
守
り
、
二
O
年
の
東
京
大
空
襲
で
図
版
全
部
と
篤

洋
史
皐
)
を
卒
業
、
同
大
皐
院
に
進
み
、
六
年
満
蒙
輿
原
板
の
大
半
を
焼
失
し
、
一
時
紹
望
観
さ
れ
た

史
研
究
の
た
め
北
京
に
留
摩
し
、
一
五
年
京
大
助
敬
が
、
二
八

・
二
九
年
に
や
っ
と
刊
行
に
こ
ぎ
つ
け

授
、
二
二
年
文
拳
博
士
の
祭
位
を
得
て
教
授
と
な
た
。
後
に

一
般
研
究
者
の
た
め
に
『
慶
陵
の
壁
蛮
』

り
、
二
九
年

「慶
陵
の
研
究
」
で
朝
日
文
化
賞
を
、
を
出
版
し
、
叉
隊
員
の
存
命
者
が
少
な
く
な
る
の
を

叉
日
本
製
士
院
恩
賜
賞
を
受
賞
し
た
。
三
二
年
園
際
歎
き
、
卒
成
六
年
『
慶
陵
調
査
紀
行
』
を
著
わ
し
た
。

東
洋
患
者
舎
議
(
西
潟
)
に
出
席
し
、
三
三
年
京
大
次
に
『
中
園
征
服
王
朝
の
研
究
』
上
中
下
は
遼

・

文
製
部
長
を
併
任
、
四
O
年
ポ
ン
大
事
に
出
識
し
金

・
元
の
歴
史
と
文
化
を
取
扱
い
、
多
年
の
研
究
の

た
。
そ
の
聞
に
種
々
の
大
皐
行
政
に
も
参
輿
し
、
四
集
成
で
、
文
字
の
研
究
も
合
ま
れ
て
い
る
。
先
生
の

一
年
文
穆
部
羽
田
舎
館
(
内
陸
ア
ジ
ア
研
究
所
〉
主
ア
ジ
ア
史
観
で
は
、
北
ア
ジ
ア
史
(
遊
牧
園
家
型
と

事
を
委
嘱
、
四
三
年
停
年
に
よ
り
退
官
、
京
都
大
皐
征
服
王
朝
型
)
は
、
中
園
史
と
は
別
個
の
歴
史
世
界

名
春
敬
授
の
稽
践
を
受
け
、
時
に
『
田
村
博
士
煩
需
を
形
成
す
る
。
征
服
王
朝
を
、
従
来
の
よ
う
に
中
園

集

報

田
村
賓
這
教
授
の
許

史
の

一
環
と
し
て
見
る
こ
と
に
は
同
意
し
な
い
。
右

の
中
巻
に
は
、
ウ
イ
ッ
ト
フ
ォ
ゲ
ル
の
中
園
征
服
王

朝
理
論
に
劃
す
る
紹
介
と
批
評
が
載
っ
て
い
る
。
同

氏
が
中
園
杜
舎
史
を
、
文
化
努
容
論
を
肺
応
用
し
て
、

典
型
的
中
園
枇
舎
と
、
征
服
王
朝
間
社
舎
と
二
つ
の

カ
テ
ゴ
リ
イ
に
類
別
し
、
征
服
王
朝
を
潜
入
王
朝

(
五
胡

・
北
貌
〉
と
封
比
し
て
い
る
の
に
針
し
、
先
生

は
征
服
王
朝
の
基
本
的
性
格
は
牧
畜

・
農
業
の
雨
位

舎
を
包
含
し
、
牧
畜
が
武
力
に
支
え
ら
れ
て
優
位
を

示
す
が
、
征
服
王
朝
と
な
る
た
め
に
は
牧
畜
鐙
制
を

放
棄
制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
因
っ
て
武
力
が
宙

に
浮
き
、
瓦
解
に
導
く
の
で
あ
る
と
。
叉
征
服
王
朝

は
遊
牧
園
家
と
封
比
す
べ
し
と
言
う
。
そ
の
ほ
か
主

要
著
書
に
は
、
自
主
明
貫
録
抄
『
明
代
満
蒙
史
料
』
十

八
冊
、
『
元
史
語
奨
集
成
』
一
一
一
筋
、
『
中
園
史
上
の
民

族
移
動
期
』
、
『
ア
ジ
ア
史
を
考
え
る
』
等
が
あ
る
。

先
生
は
田
村
家
の
墓
地
並
び
に
滞
留
居
が
あ
る
香
川

豚
詫
関
町
の
風
物
を
愛
し
、
し
ば
し
ば
彼
の
地
に
滞

在
し
、
昨
年
一
月
そ
こ
で
病
気
で
倒
れ
、
本
宅
に
近

い
兵
庫
豚
川
西
市
の
病
院
に
移
り
、
心
不
全
に
て
永

眠
さ
れ
た
。
先
生
は
皐
生
時
代
か
ら
親
驚
の
思
想
に

傾
倒
し
、
自
ら
『
歎
異
抄
を
讃
む
』

(N
H
K
ブ
ッ

ク
ス
〉
を
著
わ
し
、
臨
絡
が
近
づ
く
ま
で
家
族
の
者

に
歎
異
抄
を
讃
ん
で
も
ら
っ
て
、
そ
れ
を
開
き
つ
つ

大
往
生
を
途
げ
ら
れ
た
。
(
村
上
嘉
賞
)
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